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中度知的障 害児の 疑問詞 （「どこ 」 、　「だれ 」 ）に 対す る応答訓練
｝

　　　　　　　　　谷 　晋二

（発達教育硲究 所 ア トム 、薫英女子 短期 大学） t

　WH 型の 疑問詞 に 対す る応 答を獲得 す る事が 中度 ・重度の 知的

　障畧児に は 困難 で ある事 が 指 摘 され て お り、ま た その 臨 床 的 重

　要 偉も指摘 され て い る。本研究 で は．1名 の 知 的 障害 児 に 疑問
罰 （「ど こ 亅 ・　「だ れ 1 ） に 対 す る応 答 反 応 を指導 し、概 念学

　習の 観点か ら、考 え 「：み た。
対 象児　　　　　　　養證学 校中 等 部 に 通学 す る知 的 障署 児

　 〔11 才） で 、意味 不明 の 奇 声 をあげ る事 も あるが、2〜3 語
文 で 要 求 を伝 え た り、見た 物 を報告する た めに 使 用 する事 が で

き る。5 才 か ら応 用行勤分 析 に よ る 指導 を簸 者 が 実 施 して い る。
こ れ ま で 、平 仮名 の 読 み 書 き、数 の 学 習、大 小 概 念の 学 習 な ど

を行 っ て き た。音 声 刺 激 に よ る学習 が 非常に 困難 で 、音声瑚激
に ょ る 平 仮名の 選択、音声 刺 激 に よ る大 小 弁 別 に は 長期 の MSItt
が 必 要 で あ っ た。対 諏 児は、絵 カ ー

ドや 写 真を見て 、　「公 園」 、
　「学 校 」、 「○ ○ さん J な ど と塙所の 名 前や 人 の 名前 を言 う事
が で きた。ま た、平仮 名や 渓享 を読ん で 、場 所 や 人 物 の 絵 や 写
真 を選 択 す る＄ や 、そ れ らの 絵 や 写 真 を見て そ の 名 称 を書 く 車
も で き た。K 式 発 達診 断 検 査 で の 発達指 数は 認 知 適va　42 、言
藷 社 会41 で あ っ た。て ん か ん 発 作 が あ り現 在服 薬 中 （テ グ レ

　ト
ー

ル ） で あ る。
手続き
刺激教材　　　　　　場 所 の 名 前が 售か れ た 文 字 カード2 種
類 （場所の 名 縮カ

ー
ド） と人 の 名前 の 書 か れ た文字 カード2 種

類 〔人 の 名 前 カ
ー

ド）、 「場所 亅、 「人 の 名葡 亅 と書 か れた 文
宇カ

ー
ド。　「どこ 」 、　「だ れ 1 と 書かれ た 文 宇 カード。

ベ ース ラ イ ン 　　　　 「QO さん は、　 OO へ 行 きま した 1 と
い う短文を話 し言葉 で閏 か せ、復唱 させ

’
る。そ の 後で 「どこ へ

行 きま したか ？亅 ある い は 「誰 ？亅 と尋 ね た。正 しい 回 答 に 対
して も、誤 っ た 回答 に 対 して も 「は い じ ょ うず 亅 とい う受け 答
え を し た。
分類訓 練　　　　　　 訓 練 者 と 対 象 児 は 机 の 前 に 対 面 し て 座
り、対 象 児の 前 に 「場 所 J と 「人 の 名前亅 と晋 か れた カードを
置 く。そ の 後、場 所 の 名 前 カード2 枚 と 人 の 名 前 カード2 枚

　（セ ッ ト 1 、教 室
・
プール 、山 田

・
田 中 ） をラ ン ダム に 手 渡 し、

　
f場所 」、 「人 の 名前」 カ ー

ドの 下 に 置 か せ る b 正 しく置 け た

場 合 は、握手 や 拍手 、ほ め 言 葉 等 で 強化 し 、ま ちが っ た場合 に
は、　「遅 うよ 」 とい っ て 訂正 させ た。強 化．あ る い は 訂 正 させ た

あ とで 、置 い た カ
ー

ド を撤去 し、次 の か
一

ドを是 示 し た。1
セ ッ シ ョ ン を 8 試行 と し、連 続 3 セ ッ シ ョ ン 中 の 2 セ ッ シ ョ ン
で 100 ％ の 正 反 応 率 が達成 された時点で、　「場所」 、　f人 の

名 前 」 カードと 「どこ j ．「だ れ 」 カードと の マ ッ チ ン グ訓 練
を行 っ た 。
マ ッ チ ン グ訓 練 　　　 マ ッ チ ン グ訓 練 は 分類訓 練 と同 じ よ う
に 対面 して 座 り、対象児 の 前 に 「場所 丿 と 「人 の 名 前」 と醤か

れ た カ ー
ドを 置 き、訓 絞者 は 「ど こ 」 あ る い は 「だ れ 1 と書か

れ た カ
ー

ドを呈 示 し、　「場 所 j あ るい は 「人 の 名 前 」 と書か れ
た カ

ー
ドを選択 させ た。正 し く選択で きた場 合 は、握手 や 拍手、

ぼ め言葉等 で 強化 し、ま ちが っ た 場 合 に は、　「逗 うよ 」 とい っ

て 訂正 させ た。達 成 基 準 は 8 試 行 連 続 正 反 応 と し 、違 成基 準 違

成 後、　
「場 所 」 あ る い は 「人 の 名 前 j の 刺激統 制 が 「ど こ 」 、

あるい は 「だ れ 」 カードへ 転移 して い る か ど うか を調べ るた め 、
転 移 プ ロ ーブを 行 っ た。
転移 プ ロ ーブ 　　　　対 象 児 の 前 に Mlltt　1で 用 い た場 所 の 名
前 カ ードと 人 の 名 前 カードを各 1枚 つ つ 置 き、対 象 児に 「ど

こ亅、ある い は 「だれ1 と 害い た カードを呈 示 な が ら （訓練 者
は 「ど こ 1 あ る い は 「だ れ ∫ と 言い な が ら ）、選 択 させ た。正
し い 回 答 に 対 し て も、娯 っ た回 答 に 対 し て も 「は い じ ょ うず 」
とい う受 け 答え を した1．
この 転 移 プロ

ー
ブで 80 ％ の 正 反 応 率 が え ら れ た 場 合、新 し く ．

場 所 の 名前 カ
ー

ド、人 の 名 前 カ
ー

ドを導 入 し 〔セ ッ ト2 、集会

所
・
病 院、松田 ・

長 島 ）、分 類 訓 練．転移 ブ ロ
ー

ブ を行 っ た．
セ ッ ト 2 の 酬 練 が 終 了 した 時点 で 、ベ ー

ス ラ イ ン 条件と同 じ 条
件 で、音 声刺激に よる 「どこ 亅、　「だ れ 亅 疑 問罰 に対 す る応 答

をテ ス ト した。

結果
図 1 に 示 した よ うに 、セ ッ ト1 の 分類訓練は ゆっ くりと した 学

習 を示 し、そ の 後 の マ ッ チ ン グ訓 練 は 12 試 行 で 8 鼠 行連続正

反 応 と い う達 咸 基準に 到 達 した。　「ど こ 」 、　「だ れ 」 カ ード を

呈 示 して の プ ローブテ ス トで は、100 ％ の 正 反 応 が得 られ た。
セ ッ ト2 で は、8 セ ッ シ ョ ン の 分 類訓 練 で 基 準に 到達 し 、転移
プロ

ー
ブで も 87 ，5 ％ の 萵 い 正 反 応 率が 得 られ た。しか し、

文 字カ ー
ドを使 わ な い ペ ース ラ イ ン条 件 で の、音 声 刺激に よ る

応 答 テ ス トで は 37 ．5 ％の 正 反 応 しか得 られず、音声で の 応

答は 困難 で あっ た。
そ の た め 新 しい 刺 激セ ッ ト （セ ッ ト 3 、勦物園 ・レ ス トラ ン 、
上 田 ・青木） を用 い て、同 様 の 訓 練 を行 っ た。分類課題の 学習
は次第に 速 くな っ て い き、転移 プ ロ ーブで も 100 ％の 正 反 応

率 が 得 ら れ た が、ベ ース ラ イ ン 条 件 で の 応 答 テ ス トの パ ー
フ t 一マ ン ス は 向上 し なか っ た。
移行訓練 　　　　そ こ で 、音声 刺 激 へ 刺激統制を移 行さ
せ るた め、セ ッ ト3 を 用 い て 遅延 ブ ロ ン ブ トを用 い た移 行 訓練

を行 っ た。こ の 訓 練で は、最 初に訓 鰊 者 が 場所 の 名 前 （例 え ば

動 物 園 ） と 人 の 名前 〔膏 木 ） の 害 か れ た カ ードを見せ なが ら、
「OO さん が○ ○ に行 き ま した 亅 とい う問題文 を口 頭 で 星 示 し、

そ の 後 で 「ど こ J ある い は 「だ れ」 と 質問 し、正 しい カードを

選択させ た （ス テ ッ プ 1）。ス テ ッ プ 1が 6 膩行 連統で 正 し く

選択 され た ら、ス テ ッ プ 2 へ 移 行 す る。ス テ ッ プ 2 で は、ス

テ ッ プ 1 と同様に ロ 頭 で質問す るが、場 所 の 名前 〔人の 名前）
カードは 裏 向 き で 机 の 上 に 置 か れ、ロ 頭 で 返答す る事 を求め た ．
正 し く返 答 す る 事 が で きな い 場 合や 無反 応の 場 合 に は、カ

ー
ド

を表に 返 して 返 答 させ た。ス テ ッ プ2 で 6斌 行連続正 し く返答

で きた 場合 に は、ス テ ッ プ 3 に 入 っ た。ス テ ッ プ 3 で は 、カー
ドは 使用 せ ず、問 題 文 も返 答も すべ て ロ 頭 で な された。すべ て

の ス テ ッ プで 正 反応 の ときに は 幄 手 や 拍手 な ど で 強化 した。訓
練 セ ッ シ ョ ンは 毎 回 ス テ ッ プ 1か ら開始され、順次ス テ ッ プ 3
ま で 行われ た （た だ し、第 2 セ ッ シ ョ ン か らは ス テ ッ プ 2 か ら

開始 し、ス テ ッ プ 2の 正 反 応 率が 80 ％ 以下 の 時に は ス テ ッ プ

を下 げ て 行 う事に した）。

結果　　図 2 に示 したの は、ス テ ッ プ3 条 件 で の 、口 頭 質

周 に対 す る 正 しい 応 答反 応 の 正 反 応 率 で あ る。訓 練 開 始 後 4
セ ッ シ ョ ン で 音声の み の 口 頭 賃 問 に 100 ％ 正 し く応 答で きる

よ うに な っ た。しか し、新 しい 刺激セ ッ ト （セ ッ ト4 ） に 対 L．
て は 、50 ％ の 正 反 応 宰 で し か 応 答 す る 事 が で き なか っ た。
セ ッ ト4 の 刺激 に 対 して 分 類 訓 練 を行 っ た とこ ろ、　「ど こ 」、
「だれ」 刺激への転 移 が 見 られ、移 行訓練で は 最初か らス テ ッ

プ2は 100 ％ の 正 反 露 率 を示 し、ス テ ッ プ3 で も 100 ％ の

正 反 応 率 とな っ た。しか し、斬 しい 刺 激 セ ッ ト （セ ッ ト5） に

対 し て は ま っ た く紹 答 す る攀 が で きなか っ た。セ ッ ト5で は 最

初に 「銀行 は 場 所 の 名前だ よ 」 と教示 を行 っ て か ら、分 類 訓 練

行 っ た の で 分 顛 訓練 は 最初か ら 100 ％正 し く分類 で き るよ う

に な っ た。セ ッ ト 4 と 同様 に 「ど こ 亅、　「だれ」 刺激 へ の転移

が見 られ、移 行 Mll鰊 で は最初か らス テ ッ プ 2 は 100 ％の 正 反

応 ＄ を示 し、ス テ ッ プ 3 で も 100 ％ の 正 反 応率 と な っ た。
考察

　本 研 究 の 手 続 きで は 、学校や 公 園 な どの 名 称 を 「場 所j と い

う言 葉 の 刺 激 統 制下 に 置 き、ま た．　 「田 中 」　「青木亅 などの 名
称 を 「ヒ トの 名前J とい う言 葉 の 刺 激統制下 に 置 くために 分類
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訓 練 を行 っ て い る．こ れ は 、＜だ も の とい う刺激に よ っ て イ チ

ゴや りん ごが 選択 で き る よ うに な る 事 と同 じ様 に 、機 能的 な 等
価 ク ラ ス を形 成す る籟 で あ る．さらに 、　「ど こ 」 ある い は 「だ

れ亅 とい う疑問詞が 「場所 」　「人 の 名前．1 と マ ッ チ ン グ され る
こ と に よ っ て、　「どこ 」 あ る い は 「だれ 」 とい う疑問詞 に ょ っ

て、所属クラス の メ ン バーを選択で きるよ うにな っ た。
　しか し、新 しい 刺激 セ ッ トに 対 しては 分 類学習が 必 要 で あ っ

た事 か ら、対 象児 は こ れ ま での 言 語学習に お い て 、場所 ・
人 の

名 箭 な どの ク ラ ス 概 念が 未形 戍で あ っ た と考 え られ る。分 類 訓

錬の セ ッ ト数 が 増 え るに つ れ て、学 習 逮壌が 速 くな る傾 向 を示
し て い るの で 、場 所

・
人 の 名 齣 とい うク ラ ス 概 念 の 学 習セ ッ ト

が で きつ つ あ る と弩 え られ るか も しれ な い ．
　音 声 刺 激 に よ る テ ス トで は 、ま っ た く 「どこ 」 、「だ れ 」 と
い う音 声 刺灘 へ の 刺激 統制 の 移 行は 見 られ なか っ たが、移 行訓
練 を行 う事 に よ っ て 、音声 に よ る 「ど こ i 、　「だ れ j へ の 応 答

がで き るよ うに な っ た。セ ッ ト 3 の 刺 激 に 対 して 、音声で の 応
答 が で きる よ う に な っ た 後 で は．ク ラ ス へ の 分 類 が で き る よ う
に な っ た だ け で 、音声に よ る覧：答 も可 能 に な っ た．t
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